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開設授業科目「成績評価基準」 

 

 

科目番号：AE13E41 

科 目 名：外国人児童生徒教育論 

担当教員：澤田浩子 

成績評価方法：①小テスト 20%、②小レポート 20%、③期末レポート 60% 

成績評価基準： 

③期末レポート 60％ 

 A+（90点以上） A（80～89点） B（70～79点） C（60～69点） D（60点未満） 

(1) 

教育施策の把

握と課題に対

する理解  

(20%) 

外国人児童生徒教育におけ

る教育施策・受入状況に対

する把握ができており、ど

のような課題があるか十分

に理解した上で、課題解決

に向けて考えることができ

ている。 

外国人児童生徒教育

における教育施策・受

入状況に対する把握

ができており、どのよ

うな課題があるか十

分に理解できている。 

 

外国人児童生徒教育

における教育施策・受

入状況に対する把握

ができており、どのよ

うな課題があるか理

解できている。 

 

外国人児童生徒

教育における教

育施策・受入状況

に対する把握が

できている。 

 

外国人児童生徒

教育における教

育施策・受入状況

に対する把握が

不十分である。 

 

(2) 

文化間移動す

る子どもの言

語習得に対す

る理解 

(20%) 

文化間移動する子どもの言

語習得に対する理解ができ

ており、どのような困難さ

があるか十分に理解した上

で、指導に必要な態度を考

えることができている。 

文化間移動する子ど

もの言語習得に対す

る理解ができており、

どのような困難さが

あるか十分に理解で

きている。 

文化間移動する子ど

もの言語習得に対す

る理解ができており、

どのような困難さが

あるか理解できてい

る。 

文化間移動する

子どもの言語習

得に対する理解

ができている。 

文化間移動する

子どもの言語習

得に対する理解

が不十分である。 

(3) 

学校現場・地

域社会に対す

る理解 

(20%) 

文化間移動する子どもを取

り巻く学校現場・地域社会

の現状に対する理解ができ

ており、どのような課題が

あるか十分に理解した上

で、課題解決に向けて考え

ることができている。 

文化間移動する子ど

もを取り巻く学校現

場・地域社会の現状に

対する理解ができて

おり、どのような課題

があるか十分に理解

できている。 

文化間移動する子ど

もを取り巻く学校現

場・地域社会の現状に

対する理解ができて

おり、どのような課題

があるか理解できて

いる。 

文化間移動する

子どもを取り巻

く学校現場・地域

社会の現状に対

する理解ができ

ている。 

文化間移動する

子どもを取り巻

く学校現場・地域

社会の現状に対

する理解が不十

分である。 

 


